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心
水
罐

流

絶
え
間
な
い
努
力
は
必
ず
実
る

龍
谷
二
十
八
世

成
田
隆
真

た
と
え
僅
か
な
水
の
流
れ
で
も
、
絶
え
間
な
く
流
れ
続
け
て
い
れ
ば
、
い
つ
し
か
固
い
石
を

も
貫
い
て
し
ま
う
。
こ
の
言
葉
は
、
お
釈
迦
様
が
入
滅

（釈
迦
の
死
、
高
僧
の
死
な
ど
に
使
う
言

葉
で
、
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
）
に
臨
ま
れ
る
時
に
弟
子
た
ち
に
説
い
た
も
の
で
す
。

絶
え
間
な
く
修
行
を
重
ね
て
い
け
ば
、
必
ず
実
る
時
が
く
る
と
い
う
教
え
で
す
。

夢
も
ま
た
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
夢
を
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
．

ど
ん
な
夢
で
も
い
い
の
で
す
ｃ
そ
れ
に
向
か
っ
て
歩
む
こ
と
こ
そ
が
人
生
を
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
ｃ

若
い
こ
ろ
は
、
誰
で
も
夢
を
描
い
て
も
、
年
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
人
は
夢
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
６。
歳
だ
か
ら
夢
を
持
っ
て
も
叶
う
は
ず
が
な
い
…
と
夢
か
ら
遠

ぎ
か
つ
て
し
ま
つ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
時
が
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
し
て
生
き

て
き
た
か
、
そ
の
時
の
生
き
る
力
を
支
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
も

心
は
自
由
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
き
た
の
か
、
何
に
感
動
し
た
か
が
大
切
で
す
。

も
う
こ
の
年
で
は
無
理
だ
。
そ
ん
な
夢
が
叶
う
わ
け
は
な
い
、
と
決
め
付
け
て
し
ま
う
の
は
自

分
の
心
で
す
。
夢
は
誰
か
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
生
み
出
す
も
の
で
す
。

す
べ
て
の
夢
が
叶
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
夢
に
近
づ
く
こ
と
は
必
ず
出
来
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
心ヽ
の
流
れ
を
止
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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桜楓霊苑20周年記念法要

日進中学校吹奏楽部の演奏梅花流全国奉詠大会

「桜
楓

‐‐霊
苑
即
‐‐周
―年
福
衆
ま
つ
り
」
開
催

平
成
８
年
７
月
１
日
に
開
園
し
た
「日
進
桜
楓
霊
苑
」
も
早
い
も
の
で

開
苑
２。
年
と
な
り
ま
し
た
。

霊
苑
の
ｔ
地
は
、
も
と
も
と
段
々
畑
と
竹
や
ぶ
で
し
た
が
、
龍
谷

寺

３６
世
成
田
芳
髄
大
和
尚
の
発
願
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
大
規

模
開
発
事
業
と
し
て
の
県
の
許
可
を
得
る
こ
と
や
墓
地
申
請
等
色
々

困
難
な
手
続
き
を
経
て
開
苑
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

「福
衆
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
４
月
１７
日
は
、
午
前
中
風
雨
が
強
か

っ
た
の
で
す
が
、
予
定
ど
お
り
、
本
堂
で
は
「桜
楓
霊
苑

２。
周
年
記
念

法
要
」
や
「
日
進
中
学
校
吹
奏
楽
部
」
の
力
強
い
演
奏
が
行
わ
れ
、
大

き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
名
古
屋
市
天
白
区
の

「
尾
張
太
鼓
」
が
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
見
事
な
鉢
さ
ば
き

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
・
ド
・
マ
ル
シ
ェ
の
お
店
な
ど

が
並
び
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
お
店
な
ど
を
み
て
い

た
ほ
か
、
「紗
羅
餐

（さ
ら
ざ
ん
と

の
お
店
は
２
０
０
食
が
即
完
売
し
て

い
ま
し
た
。

一
第

１８
回
芳
桜
茶
会
開
か
れ
る

「第
１８
回
芳
桜
茶
会
」
が
４
月
２
日
、
満
開
の
桜
の
も
と
行
わ
れ
、

３
０
０
余
名
の
方
た
ち
が
琴
の
音
色
や

一
服
の
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
ｃ

「梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
」
に
龍
谷
寺
か
ら
も
参
加

「平
成
２８
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
」
が
５
月
１９
日
、
２。
日
の
両

日
、
富
山
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
龍
谷
寺
か
ら
は
、
梅
花
講
の
４
人

の
講
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

快
晴
の
も
と
、
全
国
か
ら
延
べ
８
０
０
０
人
が
富
山
に
集
結
、
参
加

者
の
１
人
は
「梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
曹
洞
宗
の
教
え
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

龍谷寺永代供養墓「縁」のご案内 龍谷寺「盆施餓鬼供養」のご案内
龍谷寺永代供養墓「縁Jは、継

承者がいない方でも、安心して納

骨ができます。

龍谷寺では、三十三回忌まで

責任を持って供養をいたします。

春、秋、お盆などの法要には、ご自

由に参加することができます。

生前のお申込みもお受けしま

す。納骨は35万円からご相談に
応じます。永代供養料のみで、永

代使用料、管理料は不要です。

今年も「龍谷寺盆施餓鬼供養」をいたします。

皆様のご来寺をお待ちしています。

日時/平成28年 8月 15日 (月 )
午前 8時30分 受付開始

9時   新盆施餓鬼供養
10時30分 盆施餓鬼法要

法要終了後、御供お下がりを先着200名 様に振る

舞います。また、恒例の「梅かき氷」も振る舞いますの

で、皆様揃ってお参りください。

讐

〓

尾張太鼓サロン・ド・マルシェ芳桜茶会
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一
Ｆ

畷
迄
薇
燿
壼
苑

券
二鐵
鍾

ご
納
骨
の
前
に
戒
名

（法
名
）
を
墓
石

に
刻
み
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
戒
名

（法
名
Ｙ
没

年
月
日
■
反
年
齢
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

認
印
を
持
参

の
上
、
現
地
案
内
所
ま
で

ご
来
店
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

名
古
屋
市
東
部
、
日
進
市
の
中
心
に

「日
進
脳
楓
（な
つ
〓
３
霊
苑
」
が
あ
り

ま
す
。
小
高
い
緑
の
丘
陵
に
建
つ
霊
苑

は
、
春
は
桜
、
秋
は
楓
が
舞
う
と
こ
ろ
か

ら
「
日
進
桜
楓
霊
苑
」
と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

お
寺
と
な
る
龍
谷
寺
は
、
開
創
５
０
０

年
を
超
え
る
と
い
う
曹
洞
宗
の
名
刹
。

開
基
は
藤
原
則
武
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後

三
州
篠
原
永
沢
寺
３
世
心
月
宗
光
大
和

尚
が
三
外
の
城
主
・渡
辺
守
綱
の
助
力
を

得
て
、
伽
藍
を
整
備
し
、
当
主
の
住
職
、

成
田
隆
其
で
３８
世
と
な
り
ま
す
。

当
寺
０
３６
陛
は
ヽ
曹
洞
宗
管
長
と
横
浜

市
鶴
見
に
あ
る
曹
洞
宗
大
本
山
線
持
寺

の
貫
首
を
務
め
ま
し
た
。

す
で
に
約
９
０
０
基
の
お
墓
が
建
立

さ
れ
、
南
面
一
列
タ
イ
プ
の
新
区
画
「第
３

ブ
ロ
ッ
ク
」
が
好
評
販
売
中
で
す
。

ぜ
ひ
一度
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

一二
摯
一十
市
Ｔ
■〓
轟
↑
暮
∵
轟
∵
姜
↓
響
真
■
轟
十

一，′
‐，
，
　

　

一
・

工『］̈ぃに抑呻̈斡拗［］義中一　一

ま
た
、
名
義
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら

　

一

れ
た
場
合
、
名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
　

一

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

現
地
案
内
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

一

毒‡髯
:

・
:'ま  :

〓
ｔ
Ｔ
〓
一・轟
■
，
↓
寧
〓
一二
な

轟
≡
驀
ｉ
ｔ
∵
辮
・〓
Ｉ
■
Ｉ
二〓
姜
〓
〓
出
不

お
う
　
　
　
ふ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
一

轟
轟
デ
雫
‥
一一計
ダ
準
芍
し
曇
す

墓
石
の
水
垢
汚
れ
や
、
文
字
・

家
紋
の
ペ
イ
ン
ト
の
剥
が
れ
が

気
に
な
る
方
は
、
現
地
案
内
所

に
ご
相
談
下
さ
い
。

水
垢
取
り
、
ベ
イ
ン
ト
の
塗
り

替
え
な
ど
、
お
見
積
り
を
い
た
し

ま
す
。
ヘ
イ
・ン
，Ｆ
・∴
露
∵
■
一一■
十
■
∵
基

ま
で
辞
疑
〓
特
警
■
■
真
て

ご
振
張
し
ま
す
．

落
ち
難
い
水
垢
汚
れ
な
一
ペ
ィ
ン
ト
の
剥
が
れ

津
は
Ｉ
で
抒
瘍
隧
縣

好
き
な
文
字
や
言
葉
を
彫
刻
ｔ

た
り
、
レ
リ
ー
フ
を
ほ
ど
こ
す
‐事
が

で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
●
一●
●

轟
纏
は
、
一爾
ザ
イ
ン
や

轟
面
の
種
類
で
糞
な
り
ま
す
。

お参り前日の午前中までに、ご予 1

約ください t

(10日 水曜日はお休み致します)

※線香・ローソク・マッチはご用意く

ださい。

蹂|12みな壼.た薄l璽賞写尚ヲ岬■・     ■ |                  ||  |

お花はイメージです

一
難
一
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龍
谷
寺
年

間
予
定

平

成

２８
年

８
月
１５
日
（月
）

９
月
２２
日
（木
・祝
）

１。
月
２９
日
（土
）

Ｈ
月
２３
日
（水
・祝
）

‐２
月
４
日
（日
）

‐２
月
８
日
（木
）

‐２
月
３‐
日
（土
）

平
成

２９
年

１
月
１
日
（日
・祝
）

１

月

１

日

・
２

日

ｏ
３

日

１
月
９
日
（月
。祝
）

２
月
１５
日
（水
）

４
月
１
日
（土
）

第

１９
回
芳
桜
茶
会

桜
咲
く
芳
桜
茶
会
で
一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
茶
券
は
２
月
ご
ろ
か
ら
ご
用
意
し
ま
す
。

年
に
１
度
の
水
子
様
の
供
養
を
行
い
ま
す
。

心
の
中
に
薄
縁
の
水
子
様
の
事
が
気
に
な
っ
て
い

る
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
供
養
で
き
ず
に
い
る

方
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
供
養
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
時
／

Ｈ
月

２３
日

（水

・
祝

）

午
後
１
時
受
付
開
始

午
後
１
時
３。
分
供
養
開
始

志
納
料
／
５
０
０
０
円

日
向
証
（供
物
を
お
渡
し
し
ま
す
）

●
宗
旨
、
由不
派
に
関
係
な
く
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。

水

子
供
養
会

の
ご
案
内

水子観音様は龍谷寺の境内南lRlの

道路に面した所におTEり してあり、

いつでもこ自由に参拝できます。

その他、個人でご供養を希望される方は

龍谷寺へ直接ご連絡ください。

80561-72-0012

水
子
供
養
会
（
１３
時
受
付
開
始

。
１３
時
３。
分
供
養
会
開
始
）
　

　

　

　

・

永
代
供
養
墓

「縁
２
に
し
」
供
養
会
（
１３
時
３。
分
）
　
　
　
　
　
　
　
一●
■
．

成
道
会
　
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
い
た
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

除
夜
の
鐘
打
鐘
（
２３
時
３。
分
か
ら
受
付
）

甘
酒
振
る
舞
い
あ
り
。
打
鐘
の
方
に
は
幸
福
だ
る
ま
進
呈
。
お
守
り
・絵
馬
も
あ
り
ま
す
。

転
胆
師
齢
　
法
要
申
し
込
み
受
付
　
　
　
　
　
　
． 一
一

成
人
の
日

大
般
若
祈
祷
（
１０
時
）

国
家
安
寧
と
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
を
祈
る
大
法
要
で
す
。

龍
谷
寺
大
般
若
経
５
０
０
巻
を
転
読
し
ま
す
。

龍
谷
七
福
神
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

大
根
と
結
び
昆
布
を
炊
い
て
、
皆
様
に
振
る
舞
い
ま
す
。

涅
槃
会
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
日
。
２
月
の
初
め
か
ら
龍
谷
寺
寺
宝
「涅
槃
図
」

（江
戸
時
代
應
信
作
）
を
龍
谷
寺
本
堂
に
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

・
　

　

　

一一
一一

［獅卿嘩一』中蛸祀厠餓鬼〈〓」時）一

道
了
秋
ま
つ
り
　
目
東
バ
ザ
ー

量 華 攀 褻 鶉 攣  率 鐵 量 辱 華 績  薔 率 を 争 彗
・ ・ =鶴 ee應 蔭 鬱 螢 蟻 感 鸞 欅 警     撰 電 24M    艤 鰺 艤 警 鶴 鬱 艤 饉 饉 畿

艤

蒙撃熙Ⅷ祓趙翁』
&サ回ン・ド・マルシェ、フリーマ姜ケッ肝

工 ど デ ン ス

演題「鉤饂lo~祠鮨儡饉蘊隧
鶴飩餡山颯診赳蝙膠錮写踪薇骰鶴機

請自T中室牧子 (なかむろまきこ)
教育経済学者 慶応義塾大学准教授

日東子育て支援センター

日時/平成28年 10月 29日 (土):・
場所/日東保育園&龍谷寺周辺

(日進市藤島町寺下乙29)

大人気の日東バザー、今年も沢山のお

値打ち品が勢揃いします !

そしてサロン・ド・マルシェからは、紗羅

餐 (そば)をはじめ、選りすぐりの商品が

多数出品。フリーマーケットも開催、みな

さんお揃いでお出かけください。

日時/平成28年 10月 8日 (土 )
13時間場 (13時～15時 )

場所/日進市民会館小ホール
料金/無料
定員 /300人 (9月 1日から日東保育園で整理券を配布)

大ベストセ予―「挙力鋳経済学J鍮暑奮笙申室数挙

さん機「ゲ…ムが子ども‡こ与える影響1から「少人数学

織翁幾業 J奮で、今奮で
″
意い込み

″
で議られできた

教育勢鶴難を料学的穣鶴から輝き輔かなます]

靡
Ｎ
静
嬌写勒

日東バザー
日東★■郡蟄 鍼

問い含|わ―甘
=む
1申|し込みは日1東保1育1園||む0516●(721)0459


